
研 究 書i 文

擬井/&中の爆発苗竹の腕TmX線写真観祭

rrl中雅夫 ･吉rEl jI:･松木 栄事

さきに報出された空中鮮札 頒燕包中では発した筋管の瞬間X凍写fL枚掛 こつついて,鞘薬

包中で媒托した筋管苛性破片の進展は爆萩中の剛 Ip粒子により阻止されるかとうかについて妖

験 した｡

これに加えて,付難包と蕪秦包 (食盤)の如介せによJ),Ⅶ刑 r燕包から第二薬包-の畑ご

うの伝柘における不発について研究した｡

これらの折目lX鮫写)'Lから,次の現象を㍑めた｡

l) はWiuL‡･で媒発した常管管体破片の過雌は･ド･g6に示ナように･よとしてflm ĴJiZZの

頒恥の媒発ガスJJ_に上って阻止されるので,あまり拙くは/rLい｡

2) は薬包･卜では.紙袋兆爆発後 75-10l･S以FJlに解L̂守の点火玉知空Iul刑 小工変形と受け

紋いて空に小さく破砕され,3.

この現射 ま他のJhHLZ条件 空中懸吊,耗薬包中の冊肝は発ではおこら/▲い｡

3) 不発に関す,J研究では

a) il糟付薬包が媒吏しない時.時々邪二策包が親ダイ小で爆発した舘守の破片により相

克した くl-LJl)参照)｡

もし邦二兆包が媒発し/i:かった略 即刑 盲部破片が邦二兆'ar71に発見さltる.

b) Flg4,5に示すように,親ダイが嫌焚し那二兆包 (食盤)が媒完せず･変形する時

には,野付肱掛 削Tは,親ダイの爆ごうガスの拡散に上-,て軸方r占ト の巡11紬L札LL:されるの

で.郡二兆/iltH二は発見されない.

第着*はささに報仏日.およびポ恕I'において空中,

'l J ':-L … ∴ . こ

写矧 こより観fSしたもので.これにJ:り煤薬包中では 3 央 故 方 法

発した雷管件の厳)TのiLul弓はJI.JiZZの扮仏 (食塩)LlyJ'L 3-1 実収配故と瞬間 X線発生蕪tE

よりも.〕として煤非の棚発ガス圧によl)軌制される 火験尼LRは前報!'と同様で2チャンネル方式を用い

ことを明らかにした｡ て, 2ケのX線管はi堅延張世によりn軌する｡

また,捉薬包を不発燕包とAI存して媒薬包との組合 ここで用いた瞬間X娘発生炎艦は米用Fle)也EnMSS-

せlこよ9薬包内の珊管の棚発郷軌 不発薬包の状況に 10n比熱 FF.X汀RONIScnes730()50-300kV.7
ついて観索したので軸償する｡ ラッ/ユ招 100mTIo､eC)である｡

2 来 襲 項 目 3-2 供は火事用と粒薬包

ここで行なった炎斡項uは次のごとくである｡ a) 付薬ri旭Lヒ成工業KK釈烈イオ/交換型爆薬

1) 拒藁包 (食塩)小の筋管の雌発挙動について (30mrnク.]00g薬包)を川い,成分については TiLble

2) 煤薬包と確茄包の組合せによる雷管および煤兆 1に示す｡

包の煤発挙動について すなわち, b)肌扱雷管は日本油脂KK恥6ぢqi気雷管 (内

肝 Ⅰ ケ.細野Ff)を用いた｡

C) 突放項EIで述べる耗薬包は立として 卵Omm,
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ける点火正室Elll締管件の変形.圧持
さらに二次的な甲

仲砥恥ま,
).rJiZl
部が食Ei粉作のために発生しない｡
d煉薬包と娘韻包との組合せによる実収

=薬Ja間の伝頒不艮の抑内として.
A&薬包不良の少

合と筋 管日脚･良のgl/旨がTiえられる.ここでは
桝術

の脚韓をArlJt'して畑並包と瀬兆/Aとの舶/uLせによる市野の撫発祥軌.煙薬包の付托状況.および#薬包の変形状況につ

いて横糸した｡61 書f付薬包が無銘包. 清二萌包が嫌薬包の11

台のけごうの概乱 〔火映塀[12-(a)〕長さ約70m‖lの畑難句とrL71径のEt仰中に粒度 100mt･犬ll

･A(敦薬包の状況は FLgL〔tl〕に示十.以下の

食diを入れた円柱状の薬包 という｡▲ l租 薬包の作成と

組合せ常軌 丁黙Jd (畑雅包.

蕪藁JiL何れも同じ)の珊背の装着状況は FLg

I【̂ 〕J=, また伊野白と蕪果包の範合せ寵狂は FlgL〔8〕

Jこ示す｡ なお必要 に応 じてThSO.#別を兆包中に

押入 してその移動を軌ML/I.5 熊薬包中のtfの4発

やJb別報肘 】にお

いて煉黙包中の館野件の破 Jlの迦 展は,17.liZLの

畑薬の細井JJス上.と棚水中の粉制 止TJlLに上り抑

制されると和えたが.邦邪符はここで確兆iLLと用いて沖森包が

不発で粉体抵抗のみQ)場合を也jfしてlA(験を行Ij

:つ/こ｡Flg l〔A)に示す鮒腎装着状況

において,漁楽典恥の管体に付けた トリガー作動後の逝勅時間を 2･LO,25F･Sと変えた･船台の柑Rt写rt

を tllg2に示す･役lこ述べる用辺条件のfll速による筋管体の破片の変払 速度のグラフ (ド.g5)にも見られるように･ 付発初Xq

Fこか ､てl祁T)粗 いl'における空中･ 博雅'iL';】'{' 50yf 60p'の雷管の畑桝 軌とW1んとrL7)併な

鵬 を示すが･その Flg H )"omtLnu ,TOCCSSOEthe SCCl･ndcork役の漣矧 まこれらと佃迎し･むしろ1117胤 ■'の水中WIT, lrldgemill.lLd



発しても周辺.こdL賢はijこらILい.したがって的連の

弼 包中の青fの4苑手動と間切'Cある.漫q;時TFlが

50FLSになると官f常体の成れ破ノ;ri他 ■ と井通 し

て荊二年Jdに突入し,荊二弟包をJi:■し.さらにaL嘩

時rn60F'iの苅=兼'dのll粟状江とF.拷)に>Al=ナ.Al

■中東臥 中二爽包b:丘放しrJ.-,､gl台d･あったb-A. こ

のせきは不dlの苅二窮 包LP.こサ菟℡甘のはBF銭片 (以

下丘串良片という)を発見した.この米Jtでのt藁Id

等長は約 70mm,℡背広缶と#娼包底面との咋Jt(井

適するit姐Ji)は杓 叩mm である.火附l二は畑罪'd

雛堤は約 l知mnであるので恐らく耶二那'dは屯付さ

れない'Cあろう.

412 Tf付翁包がI■≠包. 第二茶包はiB粥包の叫

台のftこう書書 〔1(8t項目 2-(b)〕

5j5枚難包状況は llgL〔li〕に示す.t'1けヰは避止

吋J叩70. 150卵 に書Jける祝〆1の仲井状況と不Ak薬

包と恕起した姉=雛'dの変形状況をiIけ .

このgl合.瓜私版ノ1L-はp-窮包の畑莞生成ガスの抵触

l=抽糾されて者既Ii.''そく,また畑ごう法iiLより先行

ナることはない.ff付姓顎包が･Jt宅 したg一缶.従前

蔽片が不発の方二黙'd中に突入するかど･)かlこついて

1ベるため.長さl刃mrrLの僻 包に曾fとfEYL.

神文させた捜. 400.および aXIfF'でれ舟した8:舌骨

真帆 片は僻 のZA莞ガス講に上り帝二兼Jd付 こ突入

LIrいようである.

FI65に舌ffl煉:tE包(;lg長 I氾rFIT71)とJt苛させ運

7PFZS 150
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lした｡Table2は空中鮮吊,振薬包中,燦

薬包中で爆発させた雷管の℡体破片の肺 方向と軸

方向の変位 を示し,Fig.6はそれぞれの方向の変位

と平均速度 を示す｡すなわち.空中磁吊の場合が抵抗

も少なく痕も変位が大や,破片迎庇も大きく,粉体中

での爆発ではその粉体抵抗の脚 が見られ,燥薬包中

の爆発では主として爆発生成ガス圧に抑制されること

を示す｡また一位的に軸方GLJJの変位速度が仰両方向変位適齢 こ比し

て大である｡

8. 稔 括駒報俸J)モ)と本報告を総括

して考えると,1) 如何なる周辺条件においでも

雷管の爆 発初期(2FJS前後)においては点爆薬,添装薬

の爆発により,管体変形,爆発ガス迎展状況は殆んど

同様であるが,その後爆薬包中で爆死した雷管は周辺

燥燕の爆発圧にY0-.33.'NA●.lI乃 より管倖辞形,変位を抽加される｡と

くに点火玉触重岡管件は釣 rl5-10flS後に内鰍 こ変形

,圧揺される｡この状況は他の周辺条件で

はおこらない｡2) Fig,6に示すように周辺条件(空

中,擬薬包中,爆薬包中)により雷管管体故片の過展

がことなり,上述の理由から燦薬包中の雷管管体破片の進展はさほ

ど速くない｡3) 爆薬包中の雷管破片とくに点火

玉空間伽の管体破片は二次的破砕をうけるので,他の

周辺条件の場合に比して破片

は小さくなる｡4) 燦薬包中で爆発した雷℡底部破

片は爆薬の爆ごう波より先行す

ることはない｡擬薬包と鮭薬包の組合せに

よる爽助から:5) 雷管付薬包不良の敏合,雷管庇

栃破片により第二薬包を起爆したが,このような例は

一魚には稀であり,普通は第二薬包を起爆しない｡そ

の時第二薬包中にその底部破片

が発見される｡6) 曾℡付薬包正常で節二薬包不良

の勘合,その冊管底蔀破片が第二薬包に突入すること

は稀である｡何故なれば.雷管付薬包中で底部破片は

億非の爆発ガス鼓のために約進を阻止される｡したが

って節=薬包中に底缶破片は発見されがたい｡

9. む す び前報告l)2) と本報告により. 爆燕包

中の筋管の爆発単軌について各軽条件と比牧して瞬桐Ⅹ線写文法によ

り観桑した｡また現場発破の不発攻囲窮の原因の一秒につい

て解明した｡将来,伸張包中の雷管の爆発初期か

ら糠薬の起爆過程につい

て研究したい｡終りに,釈験拭料を推供して研いた火非メーカーに

謝意を袈する｡
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